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追補 1 のまえがき 

この JIS B 8613 の追補 1 は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大

臣が JIS B 8613:9999 を改正した内容だけを示すものである。JIS B 8613:9999 は，この追補 1 の内容の改

正がされ，JIS B 8613:0000 となる。 

 

 





 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 B 8613：0000 
 

ウォータチリングユニット 
（追補 1） 

Water chilling units 
（Amendment 1） 

 

JIS B 8613:0000 を，次のように改正する。 

箇条 2（引用規格）の JIS S 6006 を，次に置き換える。 
JIS S 6006 鉛筆，色鉛筆及びそれらに用いる芯 

箇条 8（試験）の表 5 を，次に置き換える。 
表 5－水冷式ユニット試験条件 

 
条件 負荷率 冷水又は温水（利用側） 冷却水又は熱源水（熱源側） 

 （％） 
入口水温

（℃） 
出口水温 
（℃） 

流量 
（kg/s） 

入口水温 
（℃） 

出口水温 
（℃） 

流量 
（kg/s） 

冷却試験
 

定格条件 12±0.3 7±0.3 － 30±0.3 35±0.3 － 

期間 
成績係数 
試験条件 

100 12±0.3 7±0.3 － 32±0.3 37±0.3 － 

75±5 － 7±0.3 期間成績係数

試験条件負荷

率100 %での 
冷水流量 
±5 % 

27.5±0.3 － 期間成績係

数試験条件

負荷率100%
で設定した

冷却水流量 
±5% 

50±5 － 7±0.3 23±0.3 － 

25±5 － 7±0.3 18.5±0.3 － 

過負荷条件 － 
（使用範囲上限値） 

±0.5 
定格条件での

冷水流量 
±5 % 

（使用範囲上限値） 
±0.5 

－ 定格条件で

設定した冷

却水流量 
±5% 凍結条件 － 

（使用範囲下限値） 
±0.5 

－ 
（使用範囲下限値） 

±0.5 

加熱試験

 

定格条件 40±0.3 45±0.3 － 15±0.3 7±0.3 － 

過負荷条件 － 
（使用範囲上限値） 

±0.5 

定格条件での 
温水流量 
±5 % 

（使用範囲上限値） 
±0.5 

－ 

定格条件で

設定した熱

源水流量 
±5% 

注記 水温の公差は，試験中の温度変動許容差である。 
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F.3.4（校正圧縮機法）の a)を次に置き換える。 

a) 試験方法 試験方法は，次のいずれかによる。 

1) ユニットの運転条件と同一条件で JIS B 8606 の 6.1（二次冷媒熱量計法），6.2（満液式熱量計法）又

は 6.3（乾式熱量計法）によって同一形式の圧縮機単体の試験を行い，試験結果から得た冷媒流量及

びユニット蒸発器出入口の冷媒物性値から求めた冷凍能力とユニットの圧縮機入力とから算出する。 

2) ユニットの運転条件と同一条件で JIS B 8606 の 6.1（二次冷媒熱量計法），6.2（満液式熱量計法）又

は 6.3（乾式熱量計法）によって圧縮機を運転して直接測定した冷凍能力とユニットの圧縮機入力と

から算出する。ただし，ユニットの圧縮機吸入部で冷媒が過熱されていない場合は，この方法によ

る。 

 

 




